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( 1 ) 開 発 ・ 実 用 化 が 図 ら れ つ つ あ る 技 術 ： デ ジ タ ル 画 像

解 析 を 応 用 し た 、 浮 体 式 洋 上 風 車 の 係 留 チ ェ ー ン 摩 耗

量 計 測 技 術 ①  

( 2 ) 技 術 的 特 徴  

こ の 技 術 は 、 水 中 ド ロ ー ン （ R O V ） で 撮 影 し た 係 留 チ

ェ ー ン の 動 画 デ ー タ を 画 像 解 析 し 、 チ ェ ー ン の 摩 耗 量

を 計 測 す る 技 術 で あ る ② 。  

技 術 的 特 徴 を 、 従 来 の ダ イ バ ー に よ る ノ ギ ス で の 計

測 と 比 較 す る 形 で 述 べ る 。 ① ノ ギ ス で 正 確 な 計 測 が 不

可 能 な 、 チ ェ ー ン 同 士 が 重 な り あ う 部 分 の 摩 耗 量 が 画

像 解 析 に よ り 計 測 で き る こ と 、 ② 画 像 デ ー タ か ら チ ェ

ー ン の 形 状 を 取 得 し 、 F E M 解 析 や B I M / C I M と 連 携 で

き る こ と 、 ③ R O V を 使 用 し て 調 査 を 行 う た め 、 ダ イ バ

ー の 潜 水 限 界 水 深 以 深 で の 調 査 が 可 能 で あ る こ と ③ 。  

 

( 3 ) 克 服 す べ き 課 題  

1 ) 撮 影 し た 映 像 の 鮮 明 化 ： 海 中 で の 撮 影 は 、 海 底 の 砂

の 巻 き 上 げ に よ る 海 水 の 濁 り や 、 水 深 に よ っ て 明 暗 が

① 体言止めでなく、この技術が何か意思表示すべきです。→「デジタル画像解析を応用した、浮体式

洋上風車の係留チェーン摩耗量計測技術を挙げ、以下に特徴と課題を述べる。」 

② これは、特徴というより技術の説明です。 

③ 一文が長すぎます。一つ一つの特徴で文を区切りましょう。また、箇条書きではないので、体言止

めは避けましょう。例えば、最初の文で３つあることを述べ、「１つ目の特徴は、・・・」といっ

た文脈を作ることが考えられます。→「従来のダイバーによるノギスでの計測と比較すると、次の

３つの特徴がある。一つ目の特徴は、・・・である。二つ目の特徴は、・・・」 
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変 化 す る 等 に よ り 、 映 像 が 不 鮮 明 に な り や す い 。 画 像

解 析 の 精 度 は 対 象 物 の 鮮 明 化 ④ に 依 存 す る た め 、 撮 影

し た 映 像 を い か に 鮮 明 化 す る か が 課 題 ⑤ で あ る 。  

 

2 ) 小 型 R O V の 操 作 性 向 上 ： 現 在 は 、 コ ス ト の 高 い 大 型

船 と 大 型 R O V を 組 み 合 わ せ た 調 査 が 主 流 で あ る 。 こ れ

は 、 海 流 の 早 い 沖 合 で R O V の 操 作 性 を 確 保 す る た め で

あ る 。 コ ス ト を 低 減 す る た め に 、 低 コ ス ト の 小 型 船 で

運 用 で き る ⑥ 小 型 R O V の 操 作 性 向 上 ⑦ が 課 題 で あ る 。 

 

④ →「鮮明さ」 

⑤ 「鮮明化が大事だから鮮明化する」では、少し提案力に欠けていると感じます。濁りや明暗は、水

中の環境なのでいかんともしがたいので、「適切な補正の設定」といった具合に蓋然性のある一歩

踏み込んだ課題が望まれます。 

⑥ →「輸送できるよう」 

⑦ 小型 ROV があって操作性を向上させるというより、操作性の向上が先にないと小型できないと思

います。→「操作性能を向上させ ROVを小型化すること」 


